
令和５年度 議会事業取組評価（交流部会所掌分） 

交流部会取組事項 

１ 市民交流（市民参加及び市民連携）に関する取り組み 

 ⑴ 各種団体との意見交換会及び議会報告会（「議会報告会の実施方針」に基づくもの）の

開催 

２ 第３期松本市議会ステップアップ市民会議からの提言に基づく取り組み 

 ・ 若者の意見や考えが議会へのアプローチを通じて反映されるような参加・体験の仕組みの検討  

  ⑴ 大学生（信州大学）との交流事業の開催 

・ 若者と市議会議員との交流を通じた政治との距離を縮めるような”場”の創出  

⑵ 高校生（松本工業高等学校、梓川高等学校）との交流事業の開催 

３ 市民意見の把握に関する取り組み 

 ⑴ 第３期松本市議会ステップアップ市民会議からの提言に対しての取組評価 

４ その他の取り組み 

 ⑴ 飯田市議会行政視察 

 ⑵ 交流事業の市民向け報告活動 

⑶ 交流事業全体に関する申し送り事項 

 

１ 市民交流（市民参加及び市民連携）に関する取り組み 

  ⑴ 各種団体との意見交換会（前年度継続事業） 

⑵ 議会報告会（前年度継続事業） 

⑶ ⑴と⑵との位置づけの整理 

 実施の概要・成果 課題・今後の取り組み 

 ⑴ 松本市ＰＴＡ連合会との意見交換会（議 

 会報告会含む） 

 ア 期日：１１月２９日（水）実施 

イ 方式：対面によるワールドカフェ方

式（２５分／２ラウンド） 

ウ 開催方法 

(ｱ) 議会報告会(テーマ:これまでの交

流部会による交流事業について) 

(ｲ) 意見交換会(テーマ：子どもたちに

とって魅力ある松本市になるための課題) 

 エ 松本市ＰＴＡ連合会は松本市議会ス

テップアップ市民会議委員が所属して

・ 各種団体との意見交換会の対象先を 

調整する必要がある。 

【参考】過去の意見交換先 

・ 町会連合会（Ｈ２１、Ｈ２９、Ｒ４） 

・ 民生委員・児童委員協議会（Ｈ２３） 

・ 松本市消防団、ＰＴＡ連合会(Ｈ２５） 

・ 松本市高齢者クラブ連合会（Ｈ２６） 

・ 松本市女性団体連絡協議会（Ｈ２７） 

・ 松本商店街連盟（Ｒ元） 

・ 松本地区保護司会（Ｒ３） 

・ 「議会報告会の実施方針」に基づく議

会報告会（別紙１）の「パターン２」を



いた団体の一つであり、平成２５年度

以降１０年ぶりの対面による意見交換

会を実施した。 

⑵ 議会報告会の開催 

松本市ＰＴＡ連合会との意見交換会の

中で、議会報告会も併せて開催。 

優先的に開催する。 

・ 委員会のテーマ研究に係る意見交換

など交流部会所掌事業以外の取り組み

との調整が必要（令和元年度からの申し

送り） 

・ 議会報告会と意見交換会の位置づけ

の整理 

 

２ ステップアップ市民会議からの提言に基づく取り組み 

 ⑴ 大学生との交流事業の開催 

⑵ 高校生との交流事業の開催（前年度継続事業） 

 実施の概要・成果 課題・今後の取り組み 

 ⑴ 大学生との交流 

ア 信州大学学生との意見交換会（議会報

告会含む） 

(ｱ) 期日：７月７日（金）実施 

(ｲ) 方式：対面によるワールドカフェ方

式（２５分／２ラウンド） 

イ 意見交換後の対応 

(ｱ)  アンケートを実施し、今後の取り組 

みについて検討する。 

(ｲ) 公募では人数が集まらなかった。 

⑵ 高校生との交流 

ア 梓川高等学校（１０月） 

イ 松本工業高等学校（１２月） 

(ｱ) 梓川高等学校、松本工業高等学校と 

対面で、それぞれ１年生と交流を実施 

した。 

(ｲ) 地域性の異なる２校と交流するこ

とで、内容に地域性が顕著に反映さ

れ、多様な視点を捉えることができた。 

(ｳ) 今年度は、梓川高等学校と後日オン

ラインで振り返り交流を初めて実施

・ 大学生については、単位制のカリキュ

ラムの中に交流の場を設けることは困

難であったが、引続き前向きに取り組ん

でいく。 

・ 意見交換先の検討（信州大学、松本大

学他、幅広い世代を若者として位置づける） 

・ 意見交換後の対応として、振り返り結

果の送付等を行う。 

 

 

・ 高校生と直接対話できる貴重な機会

であり、継続して実施する。 

・ 交流後の対応として、振り返り交流の

時間を設けることや、振り返り結果の送

付等を行う。 

・ 現在実施している高校の実施意向を

確認しつつ、持続可能な交流事業を目指す。 

・ 実施時期やテーマ等を対象学校と調

整して実施する。 

・ 令和６年度はエクセラン高等学校と

の交流を調整する。 



した。学生の発表や感想を聞くことが

でき、議員からも感想を伝えることが

できたため、議員、学校側ともに満足

できる内容となった。 

 

３ 市民意見の把握に関する取り組み 

 ⑴ 第３期松本市議会ステップアップ市民会議からの提言に対しての取組評価（前年度

継続事業） 

 実施の概要・成果 課題・今後の取り組み 

 ⑴ 第３期松本市議会ステップアップ市民

会議からの提言に基づく取組評価につい

て取りまとめた。 

 

・ 各部会の提言内容、取組評価を松本市

議会ホームページへ掲載するとともに、

当時の市民会議委員へ説明する。 

・ 今後は各部会の主体的な活動に専念

して議会改革に努める。 

・ 新しい市民会議の在り方については、

様々な課題について十分に検討していく。 

 

４ その他の取り組み 

 ⑴ 飯田市議会行政視察 

⑵ 交流事業の市民向け報告活動 

⑶ 交流事業全体に関する申し送り事項 

 実施の概要・成果 課題・今後の取り組み 

 ⑴ 勉強会 

ア 議会報告会や市民交流に積極的な飯

田市議会へ行政視察を実施 

(ｱ) 期日：１０月２３日（月） 

(ｲ) 議会報告、意見交換会、出前講座に 

ついて開催方法、成果及び課題、それ 

ぞれの位置づけ、今後の方向性などに

ついて意見交換した。 

 

⑵ 交流事業の市民向け報告活動 

 ア 松本市ＰＴＡ連合会との交流事業を

・ オンラインによる意見交換会を含め

実施できるよう、引続き練度を高めるよ

う実践的なデモやテストを行う。 

・ 必要な研修があれば、今後検討する。 

・ 議会報告会等の市民交流を実施して

いる先進市議会を調査・研究し、実施方

針に基づく議会報告会の開催や、意見交

換会等の位置づけの整理にも活用する。 

 

・ 交流する相手先の要望に合わせて、開

催内容や実施方法を検討する。 



まとめた掲示物の展示 

(ｱ) 期間：１２月定例会会期中 

(ｲ) 場所：議場前ロビー 

イ 高校生との交流事業をまとめた掲示

物の展示 

(ｱ) 期間：２月定例会会期中 

(ｲ) 場所：議場前ロビー 

⑶ 交流事業全体に関する申し送り事項の

実施 

ア 交流事業は、原則、対面で実施するこ

と。（令和３年度からの申し送り） 

イ 交流後の振り返り等、事後対応を行う

こと。また、事後対応を含め、交流事業

のサイクルを検討する。（令和３年度か

らの申し送り） 

 

（評価責任者） 交流部会長 牛丸 仁志 



議会報告会の実施方針 

【実施方針】 

・ 以下の２パターンを参考に、全議員が 1度は参加が出来るよう計画し、議会報告会を実施する。 

※ パターン１で２グループ、パターン２で２グループなど組み合わせることも可能とする。 

・ 実施後、検証を行い、今後の議会報告会の実施について、引き続き検討を行う。 

項      目 パターン１ パターン２ 

対 象 者 各種団体 一般住民 

方  式 

ワールドカフェ方式により意見交換 
２０分の３ラウンド 

１グループ ６名を４グループつくる 
（基準：議員２名、住民４名） 

１時間４０分 

ワールドカフェ方式により意見交換 
２０分の３ラウンド 

１グループ ６名を４グループつくる 
（基準：議員２名、住民４名） 

１時間４０分 

参加者 
住 民 ４団体 （１団体１６名位） ４カ所 （１カ所 １６名位） 

議 員 ４グループ （１グループ ８名位） ４グループ （１グループ ８名位） 

議 会 報 告 
 当日の参加者全員を対象に、始めの１５分程度で、議会
活動・市政課題の報告を行い、団体に合わせた内容で意見
交換 

 当日の参加者全員を対象に、始めの１５分程度
で、議会活動・市政課題の報告を行い、議会報告と
意見交換は関連のないテーマで意見交換 

意見交換テーマ 
 各種団体と事前に調整して団体に合わせたテーマで意
見交換 
 団体ごと、全グループ同じテーマで行う。 

 市の政策又は、地区の課題を基本にテーマは地区
で選定してもらう。 
 団体ごと、全グループ同じテーマで行う。 

開 催 時 期 ８月～１２月の間で相手の都合に合わせる １０月～１１月 

場 所 市役所・公民館等 地区公民館 

ファシリテーター 議 員 議 員 

周 知 の 方 法 団体と参加者を調整し、団体より周知 
 地区ごとに周知、公募、町会連合会を通じ参加者
募集、人数調整は各地区に任せる 

【参考（Ｒ元年度交流部会で検討されたその他の意見）】 

・ 対象を委員会の所管事項に係る団体とし、調査研究テーマ等に係る内容などを報告。 

・ ワールドカフェ方式により意見交換してはどうか（相手方の選定、実施時期、内容等は委員会に一任）。 

別紙１ 


